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ｙの増加量
変化の割合＝ （意味：ｘ１あたりのｙの増える量）

ｘの増加量

＜課題１＞ 一次関数ｙ＝２ｘ－１ の変化の割合を調べよう。

ｙ ｙ＝２ｘ－１

ｘ －１ ～ ２ ｘの増加量＝ ３ 5

ｙ －３ ～ ３ ｙの増加量＝ ６

変化の割合＝ ＝ ２ (ｘ1増加の時の 0 ⑥ 5 ｘ

ｙの増加量)

・変化の割合は、一次関数では であり ③

直線ｙ＝２ｘ－１のグラフの になっている。

☆関数ｙ＝ａｘ
２ の変化の割合について調べてみよう。

＜課題２＞関数ｙ＝ｘ
２ について、変化の割合を求めよう。

(1)ｘの値が １から３まで増加したときの変化の割合

(2)ｘの値が －３から－２まで増加したときの変化の割合

ｙ (1)

ｘ １ ～ ３ ｘの増加量＝

ｙ ～ ｙの増加量＝

-5

変化の割合＝ ＝

5 ⑧

(2)

ｘ －３ ～ －２ ｘの増加量＝

ｙ ～ ｙの増加量＝

ｘ

-5 0 5 変化の割合＝ ＝

３

６

②

①

一般に、関数ｙ＝ａｘ
２ では変化の割合は 。

（練習１）関数ｙ＝2ｘ２ について、変化の割合を求めよう。

(1)ｘの値が １から4まで増加したときの変化の割合

ｘ １ ～ ４ ｘの増加量＝

変化の割合＝ ＝

ｙ ～ ｙの増加量＝

(2)ｘの値が －４から－１まで増加したときの変化の割合

ｘ －４ ～ －１ ｘの増加量＝

変化の割合＝ ＝

ｙ ～ ｙの増加量＝

（練習２）次の関数で、ｘの値が２から５まで増加するときの、変化の割合を求めよう。

(1)ｙ＝３ｘ
２

ｘ ～ ｘの増加量＝

変化の割合＝

ｙ ～ ｙの増加量＝

変化の割合

(2)ｙ＝－２ｘ
２

ｘ ～ ｘの増加量＝
変化の割合＝

ｙ ～ ｙの増加量＝

変化の割合

＜課題３＞関数ｙ＝ａｘ
２ で、ｘの値が２から５まで増加したときの変化の割合が

３になった。ａの値を求めよ。

【解答】 変化の割合が３だから

ｘ ２ ～ ５ ｘの増加量＝

変化の割合＝ ＝３
ｙ ～ ｙの増加量＝

ａ＝

（練習３）関数ｙ＝ａｘ
２ で、ｘの値が２から４まで増加したときの変化の割合が３に

なった。この関数の式求めなさい。

【解答】

ｙ＝


